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１．はじめに 

 “わだち割れ”と呼ばれる縦断ひび割れの原因として、舗装表面のバインダ劣化が指摘されている１）２）。また、排水性

舗装のモルタル膜厚は５０μm 程度３）であり、骨材飛散等の破損の一要因としての紫外線の影響は無視できない。こ

れらの点から、アスファルト材料の紫外線劣化に関する基礎的研究が望まれている。 

 紫外線によるアスファルト被膜の劣化は、表面付近から深くなるにしたがいその程度が小さくなり、その影響が及ぶ範

囲は 500μm 程度と報告４）されている。バインダの劣化挙動を定量的に把握するためには、舗装混合物における被膜

厚に対応した厚さまで試料を薄くすることが必要である。筆者らは、紫外線に関わるアスファルトバインダの促進劣化試

験法として、フッ素樹脂（PTFE）シートと熱プレスを用いた“プレス成膜試料によるUV劣化試験”を提案５）している。この

手法を用いて、２ヶ月までの屋外暴露試験と促進劣化試験の結果がよく一致することを報告５）した。本報では、より長

期間の屋外暴露により劣化挙動を確認するとともに、暴露地域（環境）による劣化程度の差異を報告する。 

 

２．試験概要 

２．１ 試験材料及び試料成形方法 

 試験材料には、表－１に示すストレートアスファルトを用いた。 

 100μm 厚となる重量の薄膜加熱試験後のアスファルト試料を、室内

試験用には２枚の PTFE シート間に、屋外暴露試験体ではステンレス

板と PTFE シートの間に挟み込み、６０℃程度でプレスすることにより薄

膜に成形した後、PTFE シートの片面を剥がしたものを劣化試験に用

いた。写真－１に試料成形前後の外観写真を示す。この方法で

は成形時の熱劣化を受けることなく、簡単迅速に均一な膜厚の

薄膜供試体が得られる。劣化試験後の試料はダイナミックシェ

アレオメータで粘弾性を評価した。 

２．２ 屋外暴露試験 

 茨城県つくば市の土木研究所構内、静岡県朝霧高原、沖縄

県北部の３地区に整備されている材料暴露試験場に供試体を

設置した。各施設においては、紫外線量、日射量、ブラックパネ

ル温度、気温、湿度等の、種々の環境観測を行っている。ステ

ンレス板上に成形された薄膜を、キセノンランプでごく短時間の

紫外線照射を行って表面の粘着性を失わせた後、覆い等をせ

ずそのまま南向き５°傾斜に設置して所定期間放置した。 

 暴露期間は、つくば：５０及び１４０日、朝霧：９１日、沖縄：８９日で、高分子材料の劣化と密接に関係する紫外線波長

範囲（300～400nm）の積算紫外線量は、それぞれ 14.8、42.6、44.5、42.9MJ/m2 であった。 

  キーワード アスファルト，紫外線，劣化，暴露試験 

 連絡先 〒305-8516 茨城県つくば市南原 1-6 (独)土木研究所材料地盤研究グループ(新材料) ＴＥＬ029-879-6763 

表－１ 試験材料の性状 

  StAs80/100

密度 at 15℃ g/cm3 1.033 

針入度 at 25℃ 1/10mm 90 

軟化点 ℃ 46.0 

引火点 ℃ 348 

粘度 at 135℃ ｍPa・s 365 

成形前 成形後 
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３．試験結果 

 積算紫外線量に対する粘弾性状変化の試験結果を図－１及び図－２に示す。つくばにおける既往の試験での値と

室内促進試験結果（図中では前回と表記）も既報５）から引用する。 

 アスファルトは劣化が進むにしたがって粘性的性質を失って硬く脆くなる。粘弾性試験の結果では、動的弾性率の値

が増大するとともに、位相角が減少し粘性要素が小さくなる。図からわかるように、暴露試験によるこれらの粘弾性変化

は、変化の程度は大きいものの、つくばにおける暴露試験の結果は既報の結果と連続して変化しており、紫外線量に

対して一義的に求まる関係であることがわかる。そして、紫外線量の増加に伴い一定のレベルの値に漸近するものと

みられる。 

 供試体設置場所による劣化度に着目すると、暴露地点間で劣化の程度には大きな差はみられなかった。 

 積算紫外線量の少ない時は室内試験結果と良く対応し、劣化が進行すると暴露環境の違いにかかわらず積算紫外

線量に対して同程度の劣化度になる。したがって、屋外暴露におけるアスファルト被膜の劣化は、紫外線劣化が支配

的であるものと考えられる。 

４．まとめ 

 本試験の膜厚 100μm の屋外暴露試験では、一定の劣化度に漸近する傾向が見られた。暴露試験場所による差異

は少なく、積算紫外線量によって材料劣化を概ね評価できることがわかった。屋外におけるアスファルト被膜の劣化は、

特にその初期において紫外線促進劣化試験との対応も良く、紫外線劣化が支配的であることが確認できた。 
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  図－１ 紫外線量による動的弾性率変化(20℃,10rad/s)    図－２ 紫外線量による粘弾性(位相角)変化(20℃,10rad/s) 
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